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－ メ ッ セ ー ジ －

診 療 科 の 紹 介

館 長 あ い さ つ

　平素より好生館をご支援、ご指導いただき、感謝申し上げます。
　脱稿時には新型コロナウイルス感染症は減少傾向ですが、佐賀県
および九州圏は本邦の中で上位を占めています。第6波のオミクロン株
の感染者数は多いのですが、10代以下の感染数が多く、高齢者を
除き重症化はない特徴となっています。これを踏まえ、国は一層新型
コロナウイルス感染症との共生を推し進める緩和策がとられていま
すが、この好生館だよりが皆様のお手元に届く頃の状況がさらに
改善していることを願っています。
　好生館は従来通り新型コロナウイルス感染症の軽症、中等症の
入院を積極的に受け入れますが、平時の医療提供にシフトしていか

ねばと考えています。しばらくは混乱することもありますが、皆様のご理解とご協力をお願いい
たします。
　国 外 に 目 を 向 け ま す と、ウ ク ラ イ ナ 侵 攻 は 唐 突 で、は る か 遠 方 の 惨 事 で し た が、今 や 世 界 を
巻き込み軍事、政治、経済、エネルギーなどに影響を及ぼしています。先ゆきが見えず中長期の視点
の対応が必要です。新型コロナウイルス感染症とウクライナ侵攻は秩序の地殻変動をもたらし、
人類の未来に示唆的です。隣国の中国、ロシアがグッと近くなりました。対岸の火事どころか、
今そこにある危機と思われます。
　7月初旬の季語は夏至の末候で半夏生です。この時期にタコを食べると良いという風習がある
そうです。皆様におかれては熱中症などに留意され、体調管理をお願いいたします。

理 事 長 あ い さ つ

　アメリカ地球物理学連合の学会誌に「何も対策しなければ、2100年
までに北半球ではほぼ半年近く夏が続き、冬は2ヶ月未満になる。」と
いう研究論文が発表されたそうです。確かにこの5月は地球温暖化を
実感するような毎日でした。この暑さとともに感染症もやや減少傾向
となり、外国人観光客の入国制限も緩和され始め、飲食店の時間制限
も解除されました。しかしながら少しずつ平常に戻りつつある巷とは
裏腹に、感染症の煽りを食った患者減はなかなか回復をみません。
疾患によっては、懸念されていた受診控えの影響による重症化の兆候
もみられるようです。1日も早い医療環境の完全回復が望まれます。
　当館でも職員の様々な行動制限を徐々に緩和してきております。平時の医療に向け気持ちを切り替
え、引き続き質の高い医療を堅持していく所存です。更なる連携強化へ向けて、皆様のご施設への訪問
も再開しております。様々な情報発信も継続してまいりますので、今後ともご指導、ご支援を宜しく
お願い申し上げます。

理事長 樗木 等

佐藤 清治館 長

Message
平時の医療提供を目指して

施設訪問の制限解除

安全で安心できる周術期医療を目指して麻酔科

　当科ではスタッフ10名で、全10室の手術室運営を行っ
ています。当館は地域の基幹病院として緊急手術の受け
入れも24時間365日行い、一刻を争う患者さんの緊急
手術にも迅速に対応できるよう手術室スタッフ一丸と
なって日々の診療を行っています。
　近年医療技術の進歩により手術手技の低侵襲化が
進む一方、高齢化の進行とともに合併症を有する患者さん
も年々増加傾向にあり、周術期管理の重要性はますます
高くなっています。そのような状況下において、当館では
術前外来で患者さん個々の状態を把握し、最適な麻酔法
を検討するとともに、術後には個々の患者さんに適した

鎮痛方法を行っ
ています。特 に
超音波ガイド下 末 梢 神 経ブロックを積 極 的 に行うことで、安 全で
確実な神経ブロックが可能となっています。
　今後も術前・術中・術後を通して患者さんの全身状態を最良に
保ち、患 者さんが 安 心して安 全 に手 術を受 けることができるよう
日々努めて参ります。

総合内科より皆様へ総合内科

　総合内科は、2012年より新設された診療科です。好生
館には、技術と経験に富んだ多くの専門診療科が並び
立ちますが、紹介を行う時点で診断が明らかではなく、
どの診療科に患者さんを委ねてよいか判断が難しい場
合があります。そういった患者さんの全身管理を行いな
がら診断を確定し、専門診療科への橋渡しを行うのが
総合内科に課せられた役割です。
　具体的には、原因のわからない「発熱」「体重減少」

「浮腫」「電解質異常」で御紹介をいただくことが多い
ですが、幅広く患者さんの受け入れを行っております。

　総合内科は、「的確な診断」と「率直でわかりやす
い説明」を通して、患者さんが最もふさわしい医療を
受けることができるように努めてまいります。好生館
の中では歴史も浅く小さな診療科ではありますが、
総合内科にしかできない貢献ができるよう診療に
励みますので、今後ともお引き立てを賜りますよう
お願い申し上げます。

三浦 大介麻酔科部長

原野 由美総合内科部長
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 Nurse  Letter

　当館の救命救急センターは、県下４つの救命救急
センターのうち、最も古い歴史を有しております。そ
の自らの役割を意識し、県下医療機関および県民の
皆様のご期待に沿うべくスムーズな受け入れを心が
けております。診療に際しては、各診療科は勿論、
脳卒中センター、外傷センター、ハートセンター、
集中治療部といった各部門と緊密に連携し、すべて
の患者さんにベストな治療が提供出来るよう対応
致しております。

佐賀県民の救急（急を救う）
というプライドを持って

　医師事務作業支援室には42名の「医師事務作業
補助者」が勤務しており、当館では「ドクターアシスタ
ント：DA」と呼称しています。DAは医師が行っている
事務的な業務をサポートする職種であり、その配置
により医師が本来の診療に専念できます。DAの業務
内容は、①文書作成補助（診断書、診療情報提供書、
退院サマリー）②外来診療支援（診療録および検査・
画像オーダーの代行入力）③医療の質向上に資する
事務作業（症例登録）などです。また業務の習熟度に
合わせてキャリアパス（レベル１～5）を設定し、業務
の質向上と組織体制の充実に取り組んでいます。

医師の事務作業を支援し、
患者安全と医療の質向上を実践する

医師

 麻酔科

松林　佑亮
まつ ばやし 　　 ゆう すけ

03

看護部だより
救命救急
センター
の紹介 

救命救急センター
センター長

岩村 高志

副館長（医師事務作業支援室担当）
内藤 光三

医師事務作業
支援室だより

看護記録
改善のため

の

入院時の
情報の整

理

　令和３年度看護部では「入院時の情報の整理」としてのシステム構築を行いました。以前は「看護
データベース」と診療報酬上必要な「スクリーニングシート」に連動がなく、同じ情報を数ヶ所に入力する
状況がありました。さらに抽出された患者のリスクが患者問題に反映されないという問題も生じていま
した。今回、入院患者に行っている「転倒転落」「褥瘡」「退院支援」「せん妄」「認知症」の５つのスクリーニ
ングに関連したリスク評価を72項目に整理し、「看護データベース」に組み込みました。72項目の内容を
「入院時リスク確認シート」でまとめ、リスクありの場合は「リスク計画書」の作成までを行える仕組みを
構築しました。患者の情報の重複を避け一度入力した情報を利用することで、情報の整理を行い活用でき
るようになりました。
　また、概念図「好生館
の情報と看護過程」の
作成を行い、今回のシス
テム構築を加えた受持
ち看護師の役割を見え
る化しました。

新任
医師の
紹介

 皮膚科

橋本　真央
はし もと　  　　ま      お

6月1日付

 糖尿病代謝内科

岸川　まり子
きし かわ　 こ

7月1日付7月1日付

医員

看護師とM
SWの協働

による転院
・

退院支援体
制を強化し

ました

　看護部では、昨年度から病棟に退院支援ナースを
配置し、転院・退院支援の充実に取り組んできました。

　今年度は、看護師とメディカルソーシャルワーカーの
協働により、患者さんに迅速で最適且つシームレスな
サービスを提供できるよう、更なる支援体制の強化を目指
します。そのために、患者さんの転院・退院に関する窓口
を、病棟の退院支援ナースに一元化しました。
　また6月1日から運用を開始し、退院支援ナースが一目で
わかるようにPHSのストラップをホットピンクにしています。

第１回　入退院支援担当者会
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紹介
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看護師とM
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による転院
・

退院支援体
制を強化し

ました
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第１回　入退院支援担当者会
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「CRC Award 2021」を受賞しました

　精神科で実施中の治験にてEP総合(株)職員１名及

び、当館看護師２名の治験コーディネーターがMSD

株式会社より「CRC Award 2021」を受賞しました。

　この賞は、すでに不眠症で使用されているスボレ

キサントという薬が、せん妄発症を予防する目的と

して有効性などを調べる治験で、被験者登録数が

全国47施設中第１位、館内体制構築、中間研究会の

発表などが評価され受賞につながったようです。

今後も患者さんが安心して治験に参加できるように

医師やコメディカルと連携し支援してまいります。

「働き方改革」の推進に向けて
「労務係」が新設されました

　 2 0 2 2 年 度 から総 務 課 内 に 労 務 係 が 新 設され

ました。

　労務係では、医師に対する時間外労働の上限規制

の適用開始（2024年4月1日）に向け、当館の勤務

環 境 の 現 状 を 把 握・分 析し、医師労 働 時 間 短 縮

計 画 の 作 成 や 健 康 確 保 措 置（ 面 接 指 導 、連 続

勤 務 時 間 制 限 、勤 務 間 インター バ ル 規 制 等 ）の

実施に向けた体制の整備に取り組みます。

　また 、医 師 のタスク（ 業 務 ）を明 確 にし、「ムリ、

ムダ、ムラ」を排除した上で、タスクシフト・シェア

の推進を支援してまいります。

大規模災害時の砦
　近年、各地で地震や洪水などの大規模災害が多発しており、県内でもいつ発生するかわか
りません。当館は、「基幹災害拠点病院」に指定されていることから、大規模災害時にも県
民のみなさまへ安定した医療の提供が出来るよう、震度７の大地震でも倒壊しない「免震構
造」の採用に加え、自家発電装置や屋上ヘリポートの設置、物資の備蓄など、様々な備えを
行っています。
　施設課では、当館が災害時の「砦」としてこれらの機能をきちんと発揮できるよう、日頃か
ら施設の修繕や改修などを実施しており、引き続き、適正な維持・管理を行ってまいります。
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医療法人源勇会　枝國医院
い りょう ほう じん　　　　の　　だ　 こう　せい　 い　 いん
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■〒840-2203
　佐賀県佐賀市川副町大字
　早津江265番地2
■ TEL 0952-45-1521
■ 診療科：外科・内科・整形外科
　　　　　 消化器科・乳腺外科
■ 開　業：明治 15 年　

 医療法人の設立：平成 4 年
　 川副町早津江津内を過去 2 回移転
■ 院　長：枝國　源一郎

医療法人實生会　池田産婦人科
■〒840-2105
　佐賀県佐賀市諸富町諸富津431-4
■ TEL 0952-47-3541
■ 診療科：産婦人科
■ 開　業：昭和 33 年 父が当地に開業　

 医療法人の設立：平成 10 年
■ 院　長：池田　雅彦

じっしょう
【アピールポイント】

開業して60年を過ぎ、3世代目の出産になる方も出てい
ます。地域で安心できる病院でありたいと考えています。

【モットー】
自分自身が満足できる医療が、患者さんのためになる
医療であると信じております。

【アピールポイント】
法人内にて、有床診療所、介護老人保健施設、グループ
ホーム、有料老人ホーム、デイケア、デイサービスを運営
しています。医療と介護の連携を実践、町内唯一の一般
病床として、急性期から終末期まで可能な限り対応し、
「病診連携」「診診連携」を心がけています。

【モットー】
源勇会のモットーは「和」です。「和」の精神を胸に刻み、
職員一同、地域医療に邁進していきたいと思います。

【趣味、休日の過ごし方】
最近は、映画鑑賞、読書です。時間ができれば、ゴルフ、
旅行の再開を切望しております。

【医師を目指した理由】
よくある話ですが、父の後ろ姿を見てというのが実 感
です。映画評論家や歴史学者を夢見た頃もありました
が、医師になって本当に良かったと痛感しています。

【院長先生から一言】
好生館には、本当にお世話になっております。改めて御礼
申し上げます。前回も書きましたが、好生館は、我々一般
開業医の「最後の砦」です。今後とも何卒よろしくお願い
いたします。

【院長先生から一言】
佐賀県では、高次医療機関が役割分担をしていただき、開
業医が紹介先に困ることがない状況にしていただいてい
ます。好生館には、産科、婦人科ともにお世話になってい
ます。今後ともよろしくお願いします。

臨床試験推進部 溝口 佳代 総務課 労務係
係長 五郎川 昌美

事務部：施設課だより
施設課 課長

村岡 浩文

ニュース／事務部：施設課だより
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腫瘍内科
(臨床腫瘍科)

午 前（再来）

午 後（新患）
　　

柏 田　知 美
　　

柏 田　知 美
　　

柏 田　知 美
　　

柏 田　知 美

　　
柏 田　知 美

（2022年7月１日現在）外 来 医 師 一 覧 表

区　　　　　分　 　　　　　　　　月　　　　　　　　　火　 　 　 　 　 　 　 　 水　　　　　　　　　木　　　　　　　　　金

　再　来

　新　患

新　患

　再　来

午前（新患・再来）
　午後（再来）

　新患・再来

　午 前(再 診)
　午 後(新 患)

　がん看護外来 　月～金　がんに関する相談に、認定看護師が対応します

　
再　　来

　新　　患
　再　　来

　産　　科

　
婦　人　科

　婦人科(紹介・予約)
　産　科(紹介)

　
午前・午後

　
完全予約制

　脊  椎

　肝　胆　膵　内　科

　腎　臓　内　科
　糖 尿 病 代 謝 内 科

　透　　　　　析

　　
午　　　　　前

　午　　　　　後

　
放　射　線　診　断

・ＩＶＲ

　午　　　　　後

　午　　　　　前

　
午　　　　　前

　午　　　　　前
　午　　　　　後

　一　　　　　般

　脳 ド ッ ク
　心 臓 ド ッ ク

　感 染 症(予約・紹介)

午　　後
専門外来

（完全予約制）

肝 胆 膵 外 科

完全予約制

新　　患

午　　後

呼 吸 器 内 科

総　合　内　科

　新　患
再　来

　

ピロリ外来(完全予約制)

血 液 内 科

消 化 器 内 科

 膠 原 病 ・
リ ウ マ チ 内 科

午　　　　　前

もの忘れ外来
パーキンソン病外来

午　　　　　前

　
午　　　　　前

　
午　　　　　後

放　射　線　治　療

　
午　　　　　後

( 完 全 予 約 制 )

消 化 器 外 科

 

午　　前

原 野　由 美 八 板　謙 一 郎 原 野　由 美八 板　謙 一 郎/
斧 沢　京 子

八 板　謙 一 郎/
斧 沢　京 子

　━

　水 田　将 人

　━

　━

　回　診

　━　━　━

　━ 　━ 　━　担　当　医

　髙 島　　 洋 　━　━　━

　中 下　俊 哉/野 下　祥 太 郎

　
吉 本　五 一

　━ 　━ 　━ ━

　担　当　医
貞 松　宏 典/大 野　修 平

　担　当　医
久 保 田　未 央

　朝 長　道 人
冨 永　直 之

飯 野　忠 史
移植後フォローアップ外来(午後)

　松 本　圭 一 郎
　吉 村　　 達

　中 村　　 恵

　担　当　医

呼 吸 器 外 科

　

佐 々　由 季 生
山 下　翔 太/田 島　　 旭

　

佐 々　由 季 生
山 下　翔 太/田 島　　 旭

　

佐 々　由 季 生
山 下　翔 太/田 島　　 旭

(専門外来については小児科外来に
お問い合わせください)

　━

　
相 部　　仁/安 座 間　真 也
森 田　孝 一 郎/前 村　大 将

岸 川　浩 尚 他

　

手　　術

　

手　　術

　
相 部　　仁/安 座 間　真 也
森 田　孝 一 郎/前 村　大 将

岸 川　浩 尚 他

　
相 部　　仁/安 座 間　真 也
森 田　孝 一 郎/前 村　大 将

岸 川　浩 尚 他

　
相 部　　仁/安 座 間　真 也
森 田　孝 一 郎/前 村　大 将

岸 川　浩 尚 他

　
相 部　　仁/安 座 間　真 也
森 田　孝 一 郎/前 村　大 将

岸 川　浩 尚 他

　髙 島　　 洋 　髙 島　　 洋

　━
　━ 　━　━　━ 　髙 島　　 洋

　
三 好　　 篤

　
北 原　賢 二

　
手　　術

　
手　　術

　
手　　術

金 井　督 之/八 並　直 子

　室 　　雅 巳/門 田　千 穂
　手術日（急患のみ担当者）
　門 田　千 穂

　原 田　慶 美
　外 来 手 術

　林 田　光 正/眞 島　 　新

　緒 方　彩 子

　髙 島　　 洋
 　

　井 之 口　香 映 子

　松 本　健 一
　

井 之 口　香 映 子(第2・3)/
担当医(第１・4・5)

　松 本　健 一
　

　松 石　英 城

　髙 島　　 洋
　担　当　医

　担　当　医

　髙 島　　 洋
　

　松 本　健 一/横 溝　明 史　井 戸　啓 介/横 溝　明 史　手　　術　松 本　健 一/井 戸　啓 介

　野 口　信 宏
松 尾　悠 未

　野 口　信 宏
松 尾　悠 未

　フットケア外来

　原 田　慶 美
　外 来 手 術

　安 永　牧 生/門 田　千 穂

　室 　　雅 巳/神 下　 　優
　金 井　督 之
　室　　雅 巳

安 永　牧 生/神 下　　 優

　担 当 医 　担 当 医
　宮 本　詩 子/武 田　雄 二

　
白 羽 根　健 吾/廣 高　健 斗

　
白 羽 根　健 吾/廣 高　健 斗

　宮 本　詩 子/武 田　雄 二

　室 　　雅 巳/金 井　督 之
　八 並　直 子
　室 　　雅 巳

　助 産 師 外 来 　助 産 師 　助 産 師 　助 産 師 　━　━

手　術　日
(急患のみ担当者)

手　術　日
(急患のみ担当者)

　吉 川　正 章 吉 川　正 章 　髙 島　　 洋

　
鳥 羽　隆 史

　

手　　術

　

手　　術

　

手　　術

　

塚 本　伸 章/松 下　 　優
平 林　健 一

　林 田　光 正/馬 場　　 覚

前　　 隆 男/小 宮　紀 宏
松 下　 　優

血液外来(第1)
アレルギー外来

1ヶ月 健 診/腎臓外来（第1・3）
神 経 外 来

アレルギー外来（第2・4・5）

循 環 器 外 来
内 分 泌 外 来
予 防 接 種

血液外来(第1)
アレルギー外来

内 分 泌 外 来/循 環 器 外 来
神 経 外 来内 分 泌 外 来/循 環 器 外 来

乳　児　健　診
予　防　接　種

　馬 場　　 覚
　骨粗しょう症外来紹介（完全予約制） 　━

　手　　術
　━ 　前　　 隆 男 　平 林　健 一

　塚 本　伸 章/小 宮　紀 宏
平 林　健 一

手　　術

　
手　　術

手　　術

　手　　術
　━

手　　術

回　　診 回　　診

　内 藤　光 三
里     　　学

　川 﨑　裕 満
里     　　学

　
手　　術

━ ━ ━

梶 原　脩 平

池 田　　 貯

　池 田　　 貯/北 川　　 浩

北 川 　　浩

　三 宅　修 輔

古 賀　靖 大
　

古 賀　靖 大

梶 原　脩 平
　

田 中　聡 也/佐 藤　清 治

三 宅　修 輔

　

小 杉　寿 文/久 保　麻 悠 子
弓 場　智 子/山 田　千 晶

江 川　紀 幸
江 川　紀 幸(北 原　賢 二)

　
古 賀　浩 木

　
三 好　 　篤

小 杉　寿 文/久 保　麻 悠 子
弓 場　智 子/山 田　千 晶

　
鳥 羽　隆 史（再来のみ）

　
鳥 羽　隆 史

　
鳥 羽　隆 史

　
鳥 羽　隆 史

ペースメーカー外来(午前・完全予約制)

　━
　

神 経 外 来

　高 橋　佑 弥 　━　━不整脈外来（午後・完全予約制） 　新 里　広 大 　━
　心カテ　心カテ　心カテ　検　　査 　心カテ

　

挽 地　 　裕
神 下　耕 平

　

━
　

━
　

━
　

━
　

━
　

━

　吉 田　敬 規
中 村　郁 子

　挽 地　 　裕
井 上　洋 平

中 村　郁 子
井 上　洋 平

　神 下　耕 平
吉 田　敬 規

　担　当　医 　担　当　医 　担　当　医 　担　当　医

　古 賀　風 太

　
飯 野　忠 史

　横 尾　眞 子 　横 尾　眞 子

　中 村　　 恵
　吉 村　　 達/江 頭　絵 里 奈

　

　松 本　圭 一 郎

　大 座　紀 子/中 下　俊 哉

　
横 尾　眞 子

吉 本　五 一/飯 野　忠 史
移植後フォローアップ外来(午後)

　江 頭　絵 里 奈
　

　中 村　　恵/松 本　圭 一 郎

　
吉 本　五 一

　
大 賀　慎 太 郎

　松 本　圭 一 郎
　吉 村　　 達/江 頭　絵 里 奈

　福 岡　麻 美 　福 岡　麻 美 　福 岡　麻 美 　福 岡　麻 美 　福 岡　麻 美
 

　中 村　　 恵

　古 賀　風 太/担　当　医
　中 西　　 朗

冨 永　直 之

　担　当　医/富 永　直 之
緒 方　伸 一

　中 山　賢 一 郎
樋 髙　秀 憲

　大 座　紀 子/野 下　祥 太 郎
　樋 髙　秀 憲

中 西　　 朗
　冨 永　直 之（午前）

　吉 本　五 一

　中 村　　 恵

　━
　白 濵　裕 梨

　松 本　圭 一 郎

　━

腹 部 エ コ ー 大 座　紀 子
古 賀　風 太

*大 座　紀 子
*野 下　祥 太 郎
（*隔週で交代）

　
古 賀　風 太

野 下　祥 太 郎

　

中 下　俊 哉

　
大 座　紀 子

野 下　祥 太 郎

　消 化 管 内 視 鏡(責任者) 緒 方　伸 一 緒 方　伸 一 緒 方　伸 一中 下　俊 哉 冨 永　直 之

　休           診
岩 永　健 太 郎/梅 口　仁 美

　担　当　医
梅 口　仁 美

　担　当　医
　岩 永　健 太 郎/久 保 田　未 央

内　　科

外　　科

小　児　科

産婦人科

　

放射線科

脳 神 経
内　  科

　　
眼　　科

整形外科

　

人　　間
ド ッ ク

　

心臓血管
外　　科

循 環 器
内  　科

精　神　科

緩　  和
ケ ア 科

耳　　   鼻
いんこう科

泌尿器科

歯科口腔
外　　科

形成外科

脳神経外科

看護専門外来

　午　　　　　前（再来） 　━ 　橋 本　真 央　━　━ 　━
　

皮 膚 科

　宮 崎　純 二/嶋 崎　絵 里 子
陣 野　智 昭

　宮 崎　純 二/嶋 崎　絵 里 子
陣 野　智 昭

小  児  外  科

乳　腺　外　科

　
手　　術

　
手　　術

　
手　　術

手　　術
　山 内　　 健

中 林　和 庸/田 口　匠 平
田 口　匠 平

　山 内　　 健/中 林　和 庸

午　　　　　後 　回　診・検　査　回　診・検　査  　回　診・検　査

　検　　査

　手　　術
手  術 　検　　査

　手　　術
手  術

 新　　患
 再　　来

　中 林　和 庸
山 内　　 健/田 口　匠 平

 新　　患
 再　　来

　

午　　前

一 般 整 形

神 経 外 来(第2)
内 分 泌 外 来

予 防 接 種/循 環 器 外 来

ストーマ・床ずれ・失禁
（完 全 予 約 制）

　　
江 口　   忍

　　
江 口　   忍

　　
江 口　   忍

　　
江 口　   忍

　　
江 口　   忍

※都合により不在または変更になる場合がありますので、該当科にご確認ください。電話：0952-24-2171（おかけ間違いのないようお気をつけ下さい）
　診療時間は原則として、月～金曜日の9時～13時です。（受付時間は8時30分～11時）土・日曜、祝日、年末年始（12月29日～1月3日）は休診です。
　なお、当館では、原則として予約がなく前回の受診から６ヵ月以上過ぎている場合は、初診扱いとなります。

宮 崎　純 二/嶋 崎　絵 里 子
陣 野　智 昭

　野 口　信 宏
松 尾　悠 未

　野 口　信 宏
松 尾　悠 未

　野 口　信 宏
松 尾　悠 未

━
　━

堺　真 梨 子
　━

━
　━

白 濵　裕 梨
　丸 山　暁 人

午　　　　　前
　諸 隈 　　太/佐 藤　暢 晃

井 上　裕 之/三 浦　章 成
武 富　映 典

　諸 隈 　　太/佐 藤　暢 晃
井 上　裕 之/三 浦　章 成

武 富　映 典

　諸 隈 　　太/佐 藤　暢 晃
井 上　裕 之/三 浦　章 成

武 富　映 典

　

手　　術

　

手　　術

0７


